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引用元：日経BP 新型コロナを吹き飛ばす 「建設DX」 2020.06.19 https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/mag/ncr/18/00097/?SS=imgview&FD=-1527344469

ICT

IT活用とDXの違い ⇒ 目的

IT活用:既存業務の効率化
DX:効率化による変革

ICTやDXを成長戦略に！

DX(デジタルトランスフォーメーション／Digital Transformation)
とは、デジタル技術による（生活やビジネスの）変革。
トランスフォーメーション（Transformation）の「トランス
（Trans）」には「交差する」という意味合いがあり、英語圏で
はしばしば交差を1文字で表す「X」が用いられるため、DXで表
現されます。



いわて建設ICT活用協議会が会員にもたらすもの

新たな可能性
新しい事例・情報の共有

プロジェクト単位で会員連携新

新事業を創出

会員間で新技術を共同開発

会員企業の持続可能な成長
ＩＣＴ事業の確実性を高め、安定した利益を確保

ＩＣＴリーダーとして地域の要請に対応する企業

人材育成に繋がる活動への参画

計画的なＩＣＴ導入のための情報

技術力の向上
業務での悩みを解決

生産性・品質・安全性を高めるための情報を入手

会員交流で技術を研鑽、自社技術力の向上

新たな地域貢献
地域内のＩＣＴ活用を支援

協定に基づく新たな貢献活動

地域へ人材を派遣・社内人材の活用



協議会の意義
S i g n i f i c a n c e  o f  C o u n c i l

課題解決策の探求

公平性・公益性

リスクの明確化

ノウハウ構築

健全な発展に貢献

1 3 5

2 4
建設ICTの取り組みに際

して生じる諸々の課題

を共有し、ともに課題

解決策を探求する

建設ICTにおける発注

者・受注者双方のリス

クを明確化するととも

に、トータルコストの

縮減を実現する

社会へのアカウンタビ

リティを担保するとと

もに、建設産業の健全

な発展に貢献する

公平性かつ公益性を

持って建設ICTの普及に

努める

ノウハウを発現しやす

い仕組みを構築し、ス

ピードやコストなどプ

ロジェクトニーズに即

した方法を選択

01 設立にあたって



理念

明確化

創意工夫

健全な
発展

人材育成

メリット

透明性

多様性

Green 
marketing is 
a practice

Green 
marketing is 
a practice

能力向上

職能確立

適正な利益

協議会の活動理念
C o u n c i l ' s  P h i l o s o p hy

01 設立にあたって

発注者・受注者双方の
リスクの明確化

建設ICTを推進する能力を備えた人材
の育成と職能の確立

適正な利益配分の確保と競争力・総合力
の向上を通じた健全な発展

活動の透明性と選択肢を担保し、創意工夫
を引き出し得る多様な取り組みを実践する

デメリット

健全な競争



01 設立にあたって

引用元：国土交通白書2021

国の現状は？

⇒ ＩＣＴ活用実績を増やし、
普及させる（政策誘導）

岩手県の現状は？

⇒ 課題山積
課題解決のためには

行政主導では限界が⇒ 建設産業界全体の連携で解決策を



1 2建設産業における社会的要請 立場の違いによる課題

・ICT技術の活用の広がりは時代の潮流

・生産性の向上、建設産業の魅力向上、担い手確保等に期待

・国や地方公共団体は積極的に普及させたいが問題も多い

・ICT技術は日進月歩の進化であるが、一企業単独では負担が増大

・企業が技術を習得するには時間もお金も人材も必要 ⇒ 経営環境の圧迫要因

5 4 3 岩手の状況課題の抽出と解決策協議会の存在価値

・積極的に活用しているのは一部の企業

・ICT技術を十分に活用できているか？

・支援する体制は脆弱では？

・建設ICT後進地域になると技術力の衰退につながる

・設計（コンサルタント）と施工（建設会社）、行政、

建設ICTメーカーらと課題を探求し解決策を模索

・公平性かつ公益性をもった場の整備

・建設産業のICTに関する潜在的な課題を構造化

・会員の知見を結集し、課題解決を目指す取り組み

・会員が求めるものを提供する

設立趣意



02 運営規則

一般事項 役員 総会・理事会 事業

General
matters Officers

General meeting
Board meeting Project

第１条 名称
第２条 目的
第３条 事業
第４条 会員

第５条 役員
第６条 役員の職務
第７条 役員の選任
第８条 役員の任期
第９条 役員の報酬

第10条 会議の種類
第11条 総会
第12条 総会の書面決議等
第13条 理事会
第14条 理事会の書面決議等

第15条 事業委員会
第16条 会費
第17条 事務局
第18条 事業年
第19条 事業計画
第20条 事業報告
第21条 実施要領の変更
第22条 補則
第23条 情報公開/個人情報保護
第24条 実施細則



03 会費

企 業 会 員
年間３万円（２５００円／月）

協議会の目的に賛同して入会する企業。
正会員として議決権あり。

賛 助 会 員
無料

協議会の目的に賛同し、協議会の事業に協力する団
体又は個人。議決権なし発言権あり。

オブザーバー 議決権なし発言権なし。活動に参加可能。



0104 役員名簿

設立時理事
会 長 村上 功 (株)昭和土木設計 代表取締役
副会長 若林 治男 宮城建設(株) 取締役副社長
理 事 宇部 和彦 宇部建設(株) 代表取締役

海野 伸 (株)土木技研 代表取締役
海野 尚 菱和建設(株) 代表取締役
佐々木栄洋 (株)栄組 代表取締役
向井田 岳 刈屋建設(株) 代表取締役
吉田 久夫 (株)吉田測量設計 代表取締役社長

設立時監事
監 事 宮野 裕子 (株)日刊岩手建設工業新聞社 代表取締役社長



0105 事業計画（2021.9～2022.3）

課題の把握
会員へのアンケート調査

課題の共有
調査結果の分析

会員への結果報告

課題の設定

プラットフォーム設置
協議会公式サイト(ホームページ・SNS)による情報共有

会員主体の事業委員会の設置

会員の活動事例集を作成

活動テーマの決定
会員主体の事業委員会の設置

次年度の活動テーマ案の作成

2022.03

2022.01

2021.11

2021.10



会員間の課題共有と課題解決支援

会員に対してアンケートを実施
回答を分析し課題をクラスター化、重要度付け
アンケート結果を踏まえた意見交換会

480,000

0105 活動計画と活動予算

設立年度予算

100,000円

会費30,000円×16社

情報共有のためのプラットフォーム設置

事業委員会設置（委員は会員から選出）
発信する情報の精査
情報共有方法はWEB
会員にアクセス権を付与

150,000円

WEBサーバーの構築
（従事会員への謝金）

アンケート調査の実施及び分析
（従事会員への謝金）

ＩＣＴ普及支援とノウハウ蓄積支援

各社の事例集を作成
Ｑ＆Ａの整備
ＩＣＴ活用フローチャートの作成

230,000円
事例集・Ｑ＆Ａの作成
フローチャートの作成
（従事会員への謝金）
印刷製本



0106 会員

① 協議会ＷＥＢ

② 会員の推薦

① 対外的評価
（ICT活用に積極的な企業）

② 会員ネットワーク
（貴重な情報の共有）

③ 課題解決・技術力向上・事業指南

募集方法

会員のメリット



活動前

ICTが分からない
分からない

知識･能力･資金･経験が不足
足りない

仲間がいない
頼れない

岩手の未来を支える

情報を集め、分析し、活かす
適切な対応

互いの力を結集し前に進む
互いにサポート

ネットワークと協業
支えあう仲間

GOALS

会員のため、業界のため、岩手の将来のための第一歩を

活動によって
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